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テキスト第 6章§6.2（p.117～） 

◎クリティカル・パス 

 

◆作業に要する時間 （ 𝑦𝑖𝑗 ） 

 アロー・ダイヤグラムにおいて、作業（i , j）を完了するのに要する時間を 𝑦𝑖𝑗 とする。 

 ※作業（i , j）がダミー作業のときは 𝑦𝑖𝑗 = 0 

 

例）       左図の場合、 

        𝑦01 = 4 

        𝑦02 = 

        𝑦12 = 

        𝑦13 = 

        𝑦23 = 

 

 

 

 

◆最早時刻（ 𝑡𝑖
𝐸 ） 

 結合点 i において最も早く作業を開始できる時刻を最早時刻といい、𝑡𝑖
𝐸 で表す。 

 ※ただし始点 0については𝑡0
𝐸 = 0 とする。 

 

 （公式） 𝑡𝑖
𝐸 = max

𝑘
(𝑡𝑘

𝐸 + 𝑦𝑘𝑖)  ※ただし k は i の 1 つ手前の結合点 

 

 

 例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 終点における最早時刻＝仕事全体が終了するまでに最低でもかかる時間 ⇒ 仕事の最早時刻（T） 

 

 ※上図における仕事の最早時刻は 𝑡3
𝐸 =    
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◆最遅時刻（ 𝑡𝑖
𝐿 ） 

 仕事の最早時刻で作業を完了するために、結合点 i で終わるすべての作業がすんでいなければなら

ない時刻を最遅時刻といい、𝑡𝑖
𝐿 で表す。 

 ※ただし終点 n については 𝑡𝑛
𝐿 = 𝑇 、始点 0 については 𝑡0

𝐿 = 0 である。 

 

 （公式） 𝑡𝑖
𝐿 = min

𝑘
(𝑡𝑘

𝐿 − 𝑦𝑖𝑘)  ※ただし k は i の 1 つ後の結合点 

 

 

 例） 

 

 

 

         ※仕事の最早時刻 T 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆余裕時間（ 𝑠𝑖 ） 

 結合点 i における最早時刻と最遅時刻の差を余裕時間といい、𝑠𝑖 で表す。これは結合点 i におい

て、𝑠𝑖 だけ遅れて作業を開始しても間に合うことを指す。 

 

（式） 𝑠𝑖 = 𝑡𝑖
𝐿 − 𝑡𝑖

𝐸 

 

 例）上図の場合、 

 

 𝑠0 = 0， 𝑠1 =       ，𝑠2 =         ，𝑠3 =           

 

◆総余裕時間（ 𝑠(𝑖, 𝑗) ） 

 仕事の最早時刻 T に影響しないという条件で、作業 (𝑖, 𝑗) を遅らせることのできる限界の時間を総

余裕時間といい、𝑠(𝑖, 𝑗) で表す。 

 

（式）  𝑠(𝑖, 𝑗) = 𝑡𝑗
𝐿 − 𝑡𝑖

𝐸 − 𝑦𝑖𝑗 
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 例）先ほどの図の場合は作業(0,1)、(0,2)、(1,2)、(1,3)、(2,3)の５つについて計算できる。 

 

作業(𝑖, 𝑗) 𝑡𝑗
𝐿 𝑡𝑖

𝐸 作業時間 𝑦𝑖𝑗 総余裕時間 𝑠(𝑖, 𝑗)  

(0, 1)  0 4   

(0, 2)  0 2   

(1, 2)  4 3   

(1, 3)  4 6   

(2, 3)   2   

 

◆クリティカル・パス 

 始点から出発して、𝑠(𝑖, 𝑗) = 0となる作業（経路）をつないだものをクリティカル・パスという。 

※クリティカル・パス上の作業が少しでも遅れると、仕事の最早時刻（完了時刻）に間に合わな

い。 

※１つのネットワーク上には、少なくとも１つのクリティカル・パスが存在する。 

※クリティカル・パス上では、余裕時間、総余裕時間ともに 0となる。 

 

 （問題１）上の表において、クリティカル・パスとなる作業の右端の欄に＊を記入せよ。 

 （問題２）下の図において、クリティカル・パスとなる作業を太線でなぞって示せ。 

 

 

 

 

 

 

 

 クリティカル・パス  ⓪→                     

 

◆ガントチャート 

ガントチャートはスケジュール管理等に用いられる図で、横軸に時間をとり、縦軸に作業項目等を

並べて作業にかかる時間や進捗状況を把握する。 

※各作業は横棒で描かれることが多いが、本講義では作業の順序やつながりを明確化するため矢印

を使用して描くことにする。 

 

                      

                      

                      

                      

                      

 

１ 

２ 

３ ０ 

４ ６ 

２ ２ 

３ 

0 5 10 

 



【演習問題】 

下図のアロー・ダイヤグラムについて、問題に答えよ。 

（問題１）各結合点の最早時刻 𝑡𝑖
𝐸 および最遅時刻 𝑡𝑖

𝐿 を計算して図中に記入せよ。ただし枠の上段   

 を 𝑡𝑖
𝐸 、下段を 𝑡𝑖

𝐿 とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（問題２）総余裕時間を計算し、クリティカル・パスを求めよ。 

 

作業(𝑖, 𝑗) 𝑡𝑗
𝐿 𝑡𝑖

𝐸 作業時間 𝑦𝑖𝑗 総余裕時間 𝑠(𝑖, 𝑗) CP 

(0, 1)  0 3   

(0, 2)  0 5   

(1, 3)   4   

(2, 1)   2   

(2, 3)   3   

 

 

クリティカル・パス  ⓪→                             

 

 

（問題３）ガントチャートを描け。 
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